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保育園下穂積キッズ三者協議会（第８回）会議録 

 

 

１ 日 時 

  平成27年３月７日（土） 午前９時15分から 

 

２ 場 所 

  保育園下穂積キッズ 

 

３ 出席者 

 ・ 保育園 下穂積キッズ保護者 ９人 

 ・ 社会福祉法人 耀き福祉会 

   理事長、高田園長 

 ・ 保育幼稚園課 

   中井課長、小西参事、北川副主幹 

 

 

４ 案件 

 (1) 保護者からのご意見について（報告） 

 (2) 保護者アンケートの結果について 

 (3) 新制度の施行に伴う保育時間と延長保育の考え方について 

 (4) その他 

 

 

５ 発言要旨 

 

（ 市 ） すみません、第８回の保育園下穂積キッズの三者協議会を開催さ

せていただきます。 

      それではこれより、議事進行につきましては、三者協議会の議長

であります中井保育幼稚園課長にお願いをしたいと思います。よろ

しくお願いします。 

（議 長） 改めまして、皆さん、おはようございます。 

      それでは、早速ではございますけれども会議次第に従いまして進

めさせていただきます。 
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      まず、案件の１つ目でございます。(1)保護者からのご意見につい

て（報告）ということでございます。 

      この案件につきましては、協議案件としてではなく、保護者の皆

様から、このようなご意見があるということを認識していただくと

いう趣旨でございます。 

      ただ、それぞれいただいたご意見について、せっかくですので、

法人様のお考えなどもご回答いただきまして、会議録としてとどめ

ていこうと、そういう趣旨のものでございます。そうすることによ

りまして、本日、来られていない保護者の方にも周知できるという

ふうに考えていますので、よろしくお願いいたします。 

      それでは、保護者の方からのご意見と法人の考え方についてご報

告をお願いしたいというふうに思います。これは法人様のほうから

お願いできしょうか。お願いします。 

（法 人） ３つほどご意見を承っております。 

      １つは食材の安全管理についてどうですかということで、3.11以

来、特に食の安全性について気になっています。地産地消やセシウ

ム対策、どの程度のＣＳであれば許容するのか、そもそも気にしな

いとか、当園の考え方をお聞かせくださいというふうにありました。 

      まずは給食につきましては、子供さんの成長発達過程においてバ

ランスよく偏食がないように美味しくいただいてもらいたいなとい

うことで、いろいろな食べ物を提供したいなということでつくって

まいりました。 

      その中でもお食事のマナーだとか楽しい食生活、それから食に関

する意欲、ほか食育のプロジェクトもつくっております。そんな中

で食に対して関心を示してほしいという形でお食事提供もしてまい

っています。 

      第６回の三者協議会において回答させていただいたこともあった

のですが、給食とかおやつについては去年の公立保育所の献立メニ

ューを参考にさせてもらいながら、できるだけ手づくりのおやつを

増やしていこう。またいろいろなご意見でこういうのは塩辛いので

はないかとかいろいろご意見を伺いながら、そこら辺も削除しつつ

手づくりおやつを増やしている状況です。 

      今後とも食材の安全性に十分注意してまいりたいと思います。今

まで公立保育所の発注先というか、そちらのほうはあまり変えずに

発注元も変えずにやっております。一般に流通している食材の提供

を考えておりまして、放射能の問題に関して保護者の方も十分関心
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がある所だと思うのですが、国の基準値を上回る食品については販

売は行わないということが国の基準でありますので、基本的には安

全性が確保されているのが流通していると。その中の業者を選んで

現在に至っているわけです。本当にできる限り国内製のものを、製

品を、食材を提供してまいりますので、十分にそちらのほうを考慮

していきたいと思っております。これが１点目です。 

      続けて大丈夫でしょうか。 

      ２番目、１つ目でイベント時のビデオ撮影についてですが、特に

生活発表会のときにおやじの会が、ここは長年知り合いの方にお願

いをして格安の1,000円という形で販売をしています。ご質問の中で

は「おやじの会のメンバーの皆様にお世話になり頭が下がります。」

「ビデオ撮影については業者に依頼することはできないのか検討し

てください。」「プロの撮影であれば事前の打ち合わせをした上で映

らない子がいないような配慮があるのか、見せ場も工夫して入れて

いただけると思います。」「数年後にまた見直したいなと思うような

仕上がりになればいいなと思っています。」また、「おやじの会のメ

ンバーの方もボランティアで頑張っていただいていますが、本来は

しっかりとご自身の子供さんを見たいと思われていると思います。」

ということでご意見を伺っています。 

      ご意見はいろいろあると思います。プロにお願いすると約３倍以

上は金額的にはかかっていきます。3,000円は超えていくと思います。

最低でもそれくらいの金額は、いろいろ他の保育園さんとか、それ

から千里山キッズのほうもそれくらいはしているということをお聞

きしていますので、安価な金額をとるのか、いや、プロ仕様の金額

が高くてもプロ仕様のものが欲しいなということであれば、そのあ

たりは保護者の方のご意見として、新たに費用が発生してもそうい

うふうなことで対応を望まれているようなことがあれば、そちらの

ほうは検討することはできますが、今の状態で、では高くてもやり

ましょうかということで結論には至っていません。 

      おやじの会の方も、今回はＴさんがしていただいたのですが、業

者さんのほうで次年度ちょっと悩まれていました。やはりプロの味

は出せないということで、でも次年度もまた引き続きちょっと別の

方になりそうなのですが、していただく方はできていますというこ

とのご報告は聞いていますが、それに留まらず皆様のご意見が３倍

くらいのお値段がしてもプロの方にお願いをしたいということであ

れば業者を選定することはこちらのほうでもできますので、そちら
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は保護者の皆さんのご意見から決めていきたいと思います。 

      ３番目なんですけど、５歳児のＣＡＰ研修について、ご意見を伺

っています。「毎年５歳児の保護者にＣＡＰ研修というプログラムが

あったように思います。今年はないようですがそのことに対する説

明はありましたかと」「内容も目的も何も知らないのですが既に説明

していただいていたらすみません」ということでご意見を伺ってい

ます。 

      平成26年３月１日に開始しました第４回三者協議会において講師

を呼んだＣＡＰ研修がなくなる旨をご説明させていただいておりま

す。これは市のほうからということですね。 

（ 市 ） はい。 

（法 人） その際に、公立もこのときに今年度なくなっているんです。公立

を引き継いでいただく前は、なくなる旨ということで報告をさせて

もらっています。さらに同じ平成26年３月７日付けで茨木の3462号

ということで、「民営化に伴う変更点について」ということで全戸配

布させていただいたお知らせの中にもそちらのほうを掲載させてい

ただいております。これはご理解をお願いしたいと思うのです。 

      そちらのほうでなくなるということで、ただしこの内容というの

は子どもさんが不適切なことを、大人側とか大人だけではなくて、

ほかの友達からされたら自分でしっかり声を上げるんだよという、

最初は小学生へのプログラムからはじまって、公立の保育所にもお

りてきた内容なのです。５歳児さんくらいだったら理解できるかな

ということで、私も経験はあるのですが、知らない人が近づいてき

たら距離をおくのだよ、大きな声で叫ぶんだよという、きちっと自

分のことをしっかり相手に伝え逃げるということを、特に危険度が

増している昨今なので、そこで自分の声であげていくというプログ

ラムでした。日ごろの保育の中でも自分の嫌な思いだとかそれから

されて嫌なことがあったらしっかり声を出すのだよ、先生に知らせ

るのだよ、大人に知らせるのだよということで、保育内容としまし

て日ごろの中で取り組んでいく内容です。 

      職員のほうはＣＡＰ研修という内容を職員研修として、今まで経

験した先生がおられるので、そちらとあわせ持って園内で研修会を

行っております。 

      ＣＡＰ研修についてはそういうことです。 

（ 市 ） 少しだけ補足をさせていただきます。 

      ３月７日付けということで、保育幼稚園課のほうから通知のほう
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を変更点という形で出させていただいていたと思います。その中の

文章の中で、26年度から廃止となったものにつきましては原則公立

を引き継ぐということをお願いしていますので、廃止となれば基本

的廃止になるのが基本的ですということで、基本的にはそういうよ

うな形で対応していただくことになりますという文章を出させてい

ただいてます。 

      ただし、26年度以降に既に実施をしている保育内容等については

27年度から公立保育所が廃止したとしても民間さんとしての運営が

始まっているので、その判断については輝き福祉会さんのほうでし

ていただくというようなことで、その通知文のほうには書かせてい

ただいていたかと思います。 

      実際にそのＣＡＰ研修の講師を呼んでのＣＡＰ研修というのが公

立のほうが見直しをかけたという状況になっております。ＣＡＰ研

修自体のその内容というのが、子供たちに伝えることというのは廃

止しておりません。廃止という形ではなくて講師を呼んでというふ

うな研修を受けてからの継続というのはしていないということで法

人さんのほうにもお伝えをさせていただいております。 

      その今の、先ほどの園長先生のほうからもありましたように、５

歳児に対するそういうような啓発といいますか育成というところに

ついては日々の保育を通じてその場面、場面のほうでしっかりとそ

ういうことも指導していただいているというふうにはお聞きしてお

りますのでご理解いただきますようよろしくお願いします。以上で

す。 

（法 人） 次、４件目です。案件ではないのですがということで、「三者協議

会は全ての保護者にもっと参加して促したらよいのではないかと思

います。開催のお知らせを１度、１回配付するだけではなく、直前

にも掲示するなどして周知したらよいと思います。前回、前々回も

それはなかったように思います。」ということで、ご指摘いただきま

した。 

      三者協議は皆さんで共有してできるだけお１人でも多く聞いてい

ただいて意見を交わしていただける場でもありますので、こちらの

ご意見はとても、一度皆さんに各戸配付はしていますが直前にもお

知らせをするというのは大切なことだなというふうに感じておりま

す。今回も直前ではあったのですがお出しして、もう少しもっと皆

さんに周知・徹底というので次回から、今回はちょっと出させても

らいましたが、もっともっと何度も貼りだすとか、それか、ありま
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すよというお声がけもさせていただいたらいいかなと思いますので、

すみません、今後は来年度と三者協議会が開かられるときであれば

こちらのほうをちょっと頭にしっかりと置いてお伝えしていきたい

なと思います。 

      以上４点でした。 

（議 長） はい。 

      以上４件ですね。ただいま法人様のほうから、保護者からのご意

見とそのご意見に対する考え方をご報告いただきました。 

      これにつきまして何かご意見、ご質問等ございましたら承りたい

と思いますがいかがでしょうか。 

（保護者） ＣＡＰ研修についてなのですけれども、私、上の子のときにその

ＣＡＰ研修をするということで保護者対象に１回研修を受けさせて

いただいていて、すごくためになったのです。子供の今、置かれて

いる状況というのが正しく認識できていなかったなというので、親

にとっての非常に大きな意味があったので、ちょっとなくなってし

まうのはすごく残念だと思います。今後、もし５歳児で子供に対し

てはそういう啓蒙活動を行っていくのであれば、親に対しても懇談

会のときであるとか配布資料で、世の中こんな状況になっていて子

供たちにはこういうことを教えていますというのを伝えられたらい

いのではないかと思います。 

（法 人） ありがとうございます。保護者の方も一度経験されたらこういう

のもすごくよかったなというように感じられたということでありが

とうございます。 

      本当に何十年前と違って子供が今とても危ない状況に置かれてい

て、学童保育も７時まで来年度にはされるように、本当に学校の行

き帰りもとても危険な状態だとか、事件が多く悲しいことがたくさ

ん起きていますので、そういうご意見を伺ってお母様自身というか

保護者の方自身にもこういう状況があるのだよ、こういうときには

子供さんがこんなふうに伝えていってくださいねということを、例

えばクラス懇談会なんかでちょっと企画も考えていきたいなと思っ

ています。貴重なご意見ありがとうございます。 

（議 長） そのほかに何かございませんでしょうか。 

      よろしいでしょうか。 

      では一旦先に進めさせていただきたいというふうに思います。 

      それでは次の案件でございます。(2)といたしまして、保護者アン

ケートの結果についてということでございます。これは担当のほう
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からご説明を申し上げたいというように思います。 

（ 市 ） それでは昨年の12月８日から本年の１月９日までに実施いたしま

した市立保育所の民営化における保護者アンケート調査の結果につ

いて、その概要をご報告させていただきたいと思います。 

      それではお手元に調査報告書という、少し厚目の冊子があると思

いますがそれをごらんください。 

      まず１ページをご覧いただけますでしょうか。まず調査の目的と

いたしまして、このたびのアンケート調査につきましては、これま

での民営化の説明会などにおいて保護者の方から民営化後１年以内

にアンケートの実施を要望していただいていたこと、また、移管後

の保育内容等に関してご意見をいただき意向の把握等、事業評価の

参考にすることを目的に実施したことを記載しております。 

      次に、調査の方法といたしまして、「①調査対象」でございますけ

れども、27年１月１日現在、保育園下穂積キッズと鮎川保育園に在

園する児童の全ての保護者の方を対象としております。「②対象世

帯」といたしまして、下穂積キッズでは110世帯となっております。 

      次に、回答状況といたしまして、下穂積キッズでは44世帯から回

答をいただいておりまして、回収率といたしましては40％でござい

ます。なお、鮎川保育園におきましても回収率としては同様に40％

となっております。 

      ２ページ目からが調査結果になっておりまして、下穂積キッズで

は44世帯のうち民営化以前からの在園世帯が81.8％、36世帯でござ

います。民営化以後から在園することになった世帯が18.2％、８世

帯という状況でございます。 

      それでは４ページをごらんください。 

      今回実施させていただきましたアンケート調査では、大きく６つ

の項目、26個の設問に対して満足度をお聞きするとともに、各項目

に関してご自由にご意見をいただいております。また、各項目にお

いて民営化以前からの在園世帯と民営化以後に入園することになっ

た世帯それぞれに満足度を把握するとともに全ての世帯を合算しま

して、全体としての満足度をグラフにあらわしております。 

      それから、ご自由にいただいた意見については、特に個人が特定

できるものや意見お趣旨を損なわない範囲で省略させていただいて

いるものなどもございますけれども、基本的にはいただいたご意見

をそのまま記載させていただいております。 

      それでは少し、６項目と言いましたけども後ろに７番として子供
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と保護者の状況と、あとそれぞれ民営化についてのご意見をいただ

いておりますので、進め方とその他民営化に関することということ

で８番、９番という形で最後にまとめとしておりますのでよろしく

お願いします。 

      それではまず、大きな１項目といたしまして、保護者との連携に

ついてということで６つの設問を設けております。この６つの項目

では満足、やや満足、普通という回答をされた方の比率を見ますと、

移管後のほうがよいという結果になっております。また、移管前、

移管後において、満足、やや満足、普通と回答された方の比率を見

ますと、最少で70.5％、最大で97.7％でございまして、これらの方

はそれほど大きな不満はないということが考察できるというふうに

考えております。なお、同じく移管前、移管後において不満、やや

不満であると回答された方の比率を見ますと最少で2.3％、最大で

6.8％でございまして、それほど大きな値とはなっておりませんけれ

ども、主なご意見を踏まえ今後とも適切な対応に努め、保護者の皆

様の満足度が高まるよう三者が連係して取り組んでまいりたいとい

うふうに考えておりますので、皆様のお力添えを賜りますようお願

いします。 

      一方、９ページの悩みなどの相談対応では、満足、やや満足と回

答された方の比率を見ますと、移管前のほうが2.3％よいという結果

になっております。 

      その主なご意見としましては10ページでございます。「公立保育所

ではベテランの先生が多くを占めているので、相談アドバイスが多

かったように思います」や「相談する機会が減った」という意見が

ある一方で、「移管前よりは柔軟に対応してくださります」や「小さ

なことでもお話できるのでうれしいです」というご意見もございま

す。そこにも記載しておりますが、これらの意見につきましては法

人と市が共有して今後の保育所園の運営の参考にさせていただき、

保護者の皆様の満足度が高まるよう努めてまいりたいというふうに

考えておりますのでよろしくお願いします。 

      次に23ページの２、保育内容についてでございます。この大きな

項目には７つの設問がございまして、生活習慣から食育までは移管

後、また子供の接し方から保育士の配置状況までは移管前がよいと

いう結果になっております。また、移管前、移管後において満足、

やや満足、普通と回答された方の比率を見てみますと、障がい児保

育を除きまして最少で81.9％、最大で100％でございまして、これら
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の方はそれほど大きな不満はないということが考察できます。なお、

同じく移管前、移管後において不満、やや不満であると回答された

方の比率を見ますと、最少で2.3％、最大で13.6％でございます。ま

た、不満、やや不満であると回答された方の比率で10％を超える項

目が２項目ございまして、それは子供への接し方と保育士の配置状

況でございます。いずれも先ほどご説明させていただきました移管

前がよいという結果になっている項目でございまして、38ページの

「④子供の接し方に対する意見」にございますように、先生の注意

の仕方や言葉づかいなどに対する意見が多く見受けられます。一方

では「移管前より断然よくなりました」というご意見や、「若いから

か、子供が先生のことをとても好きなようです」というご意見もい

ただいております。 

      それから44ページでございます。「④保育士の配置状況に対する意

見」では、「先生が少なく感じる」というご意見が多く見受けられる

一方で、先生に対する気遣いのご意見もいただいております。 

      少し戻っていただきまして、40ページから41ページでございます。

障がい児保育につきましては、障がい児保育の状況、加配保育士の

状況などを把握されている方に特化した結果があらわれているとい

うふうに考えられます。また、41ページの「④障がい児保育に対す

る意見」では、「見聞きしたわけではないのでわかりません」という

ご意見や「実態を知りません」というご意見がございまして、移管

前、移管後とも不明と回答された方が多いというのが特徴でござい

ます。 

      それでは次に45ページの３、保健関係についてでございます。こ

の項目には５つの設問がございまして、健康診断の実施状況、健康

指導、衛生対策、病気やけがのときの対応。この４つの項目では移

管後がよいという結果になっております。また、アレルギー児への

対応では移管前、移管後が同じ比率で、よいという結果になってお

ります。また、移管前、移管後におきまして満足、やや満足、普通

と回答された方の比率を見みますと、アレルギー児への対応を除き

まして最少で75.1％、最大で97.7％でございまして、これらの方は

ほとんど大きな不満はないということが考察できます。なお、同じ

く移管前、移管後において不満、やや不満であると回答された方の

比率を見ますと、最少で2.3％、最大で11.3％でございます。一方、

健康診断の実施内容と健康指導については、移管前、移管後ともに

不満、やや不満であると回答された方は０％でございます。その10％、
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先ほどの最大で11.3％でございますけれども、10％を超えていると

いうのは病気やけがのときの対応でございます。 

      59ページから60ページにかけて、病気やけがのときの対応に対す

るご意見をいただいておりまして、子供の体調に応じた対応やけが

の報告が欲しいなどのご意見が多く見受けられます。一方では、「少

しでも保育園で見てくれようとしているのが伝わるので助かりま

す」というようなご意見もいただいております。 

      それから次に61ページの給食についてでございます。この項目に

は２つの設問がございまして、給食の内容、献立表の項目内容。い

ずれも移管後がよいという結果になっております。また、移管前、

移管後において、満足、やや満足、普通と回答された方の比率を見

ますと、最少で84.1％、最大で100％という状況でございまして、こ

れらの方はそれほど大きな不満はないということが考察できるとい

うふうに考えております。なお、同じく移管前、移管後において不

満、やや不満であると回答された方の比率を見ますと、最少で2.3％、

最大で9.1％でございます。また、不満、やや不満であると回答され

た方の比率が最大で9.1％となっているのは、給食の内容でございま

すが、63ページから64ページにかけまして給食の内容に対するご意

見をいただいております。「おかず、フルーツが少ない」や「おやつ

が単調になって残念」というご意見がある一方で「手づくりおやつ

がふえてありがたい」というご意見や「毎日おいしいと言っておか

わりしているようです」というご意見もいただいております。なお、

献立表の項目内容では移管後において、不満、やや不満であると回

答された方の比率は０％という結果になっております。 

      次に76ページでございます。５、保育環境についてでございます。

この大きな項目には３つの設問がございまして、遊具や砂場などの

安全・衛生管理、それから安全対策、それと施設・環境。いずれも

移管後がよいという結果になっております。また、移管前、移管後

において、満足、やや満足、普通であると回答された方の比率を見

ますと、最少で70.5％、最大で88.6％という状況でございまして、

これらの方はそれほど大きな不満はないということが考察できると

いうふうに考えております。なお、同じく移管前、移管後において

不満、やや不満であると回答された方の比率を見ますと、最少で

2.3％、最大で18.2％でございます。また、不満、やや不満であると

回答された方の比率が10％を超えているのは、安全対策と施設・環

境の項目でございます。72ページから73ページにかけて、安全対策
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に対するご意見をいただいており、ここでは「不審者が簡単に出入

りできる状況だと感じる」などのセキュリティに関する意見が多く

見受けられます。一方、「問題が発生した際には直ちに門への人員配

置や門扉の改造をしてくれました」というご意見もいただいており

ます。セキュリティの確保につきましては、全ての保育所園におい

て抱えている課題でもございまして、公立保育所においても検討し

ておりまして、今後、公立・私立を問わず有効な方策を検討してま

いりたいというふうには考えております。また、保護者の皆様にも

ご協力いただくことがあるかもしれませんので、その際にはご理解、

ご協力いただきますようよろしくお願いいたします。 

      それから76ページでは、施設・環境に対するご意見をいただいて

おりまして、三者協議会でもご意見をいただいておりましたけれど

も、「トイレのにおい」や「今後きれいになれば」というようなご意

見をいただいている一方で、「新しいものがふえた」というご意見も

いただいております。 

      次に、同じページの６、年間行事についてでございます。この大

きな項目には参観・懇談、それと誕生会・運動会、園外保育の３つ

の設問がございまして、いずれも移管後がよいという結果になって

おります。また、移管前、移管後において、満足、やや満足、普通

と回答された方の比率を見ますと、最少で72.7％、最大で90.9％と

いう状況でございまして、これらの方はそれほど大きな不満はない

ということが考察できると考えております。なお、同じく移管前、

移管後において不満、やや不満であると回答された方の比率を見て、

いますと最少で2.3％、最大で9.1％でございます。また、不満、や

や不満であると回答された方で、移管前の比率では０％であります

けれども、移管後において9.1％という結果になっている誕生会・運

動会という項目がございます。82ページから83ページにかけて、誕

生会・運動会に対するご意見をいただいておりまして、「開始時間な

ど、あらかじめ決まっていることは早く知らせてほしい」というご

意見や誕生会での先生の役割などに対するご意見などをいただいて

おります。その一方で「先生方の努力に感動した」というご意見や

「運動会は感動しました」というご意見もいただいております。な

お、園外保育では「姉妹園ができて交流ができてよい」というご意

見もいただいております。 

      ここまでが大きい６つの項目、26設問に対するアンケート結果の

概要でございます。 
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      次に87ページになります。大きな項目７、児童と保護者について

でございます。まず、子供の通園の様子といたしましてお子さんは

喜んで通園していますかという設問では、全体として「はい」「どち

らかといえばはい」という回答をされた方が95.5％でございまして

「どちらかといえばいいえ」「いいえ」と回答をされた方が4.5％と

いう結果になっております。 

      次に保護者の安心感といたしまして、保護者自身が安心してお子

さんを預けていますかという設問では、全体として「はい」「どちら

かといえばはい」と回答をされた方が97.7％で、「どちらかといえば

いいえ」または「いいえ」と回答をされた方が2.3％という結果にな

っております。 

      次に89ページの大きな項目８、民営化の進め方について、保護者

の皆様からはご自由にご意見をいただいておりますが、これは最後

にちょっと少しご報告をさせていただきたいと思いますので、まず

95ページを見てください。 

      ここは保護者アンケートのまとめといたしまして、全ての項目を

総括して全体的な保護者満足度をあらわしております。全世帯をあ

らわしたのが97ページの上の表でございます。全ての項目をまとめ

て満足度を見ましても、移管後のほうがよいという結果になってお

ります。また、また、移管前、移管後において、満足、やや満足、

普通と回答された方の比率を見ますと、移管前では80％、移管後で

は86.5％という状況でございまして、これらの方はそれほど大きな

不満はないということが考察できると考えております。なお、同じ

く移管前、移管後において不満、やや不満であると回答された方の

比率を見ますと移管前では3.9％、移管後では5.5％という結果にな

っております。 

      それでは89ページに戻っていただきまして、８の民営化の進め方

及び92ページから９のその他、民営化について概要をご説明させて

いただきます。 

      これらの項目につきましては、保護者の皆様からいただいたご意

見やご提案に対して、市から回答・考え方を記述しております。ご

意見には賛否両論ございますけれども、保護者の皆様や子供たちに

は少なからず環境の変化やご不安があったものというふうに認識し

ております。これら、保護者の皆様からいただいたご意見を踏まえ、

今後とも適切な対応に努めてまいりたいというふうに考えておりま

すのでご理解、ご協力をお願いいたします。 
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      また、存続する公立保育所の民営化につながるのではないかとい

うような懸念をいただいているご意見等もございますけれども、こ

のアンケート結果が直ちに民営化につながるものではないというふ

うに考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

      なお、公立保育所の機能と役割についても具体化する一定の方向

性を子供育成支援会議のほうに報告しておりまして、またホームペ

ージでも公表しておりますので、今後その実現に向けてしっかりと

取り組んでまいりたいというふうに考えております。また、現在に

おきましても入所児童へのより専門的な支援と保育サービスの提供

の一環としまして看護師の２人配置を実施、徐々にですけれども２

人配置をしているとともに所庭解放を通じて在宅子育てに対する取

り組みも徐々にではありますけれども進めているところでございま

すので、地域の子育て支援の中心的役割を担えるように努めてまい

りたいというふうに考えております。 

      最後になりますけれども、この民営化を進める上で保護者の皆様

や移管先法人である耀き福祉会の皆様には大変ご理解、ご協力をい

ただきましてまことにありがとうございます。この場をおかりして

お礼申し上げます。 

      今後とも三者が連携・協力して取り組んでいけますよう保育内容

の継続性という部分にも配慮しながら、その充実にも取り組んでま

いりたいというふうに考えておりますので、引き続きご理解、ご協

力いただきますようお願いいたします。 

      以上でアンケートの調査結果の報告とさせていただきたいと思い

ます。 

      最後に、アンケートにご協力いただきましてありがとうございま

した。以上です。 

（議 長） アンケートのご協力、本当にありがとうございました。ただいま

アンケートの結果について報告をさせていただきました。大変、資

料としても多い、項目数にしても多岐にわたっておりますので、い

ま一読していただいてこれがというのは出てこないかもしれません

けども、特に何か気になった点とか、もう少し説明をしてほしいと

いうようなところがありましたらこの場でお伺いしたいと思います。

いかがでしょうか。 

（保護者） ちょっと質問させてもらっていいですか。これは誰がどういう結

果で、この結果を誰がどういうふうに活用していくものなのですか。

アンケートをとりました。こういう結果でした。で、これを誰がど
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ういうふうに使う。アンケートをとりましたで終わりですか。 

（ 市 ） いえ、やはりアンケートをいただきまして、まずこれまでの民営

化では、実は民営化の４年後に８カ所した後にアンケート調査をし

て事業評価をさせていただいたという経緯がございます。そうなり

ますと、やはり４年後ということになると、民営化を経験していた

だいた保護者の方というのが半分くらいはもう卒園されていなくな

っているという状況で、実際の満足度なんかがどうなったのか、ま

た保護者の意向調査を必要に応じて法人のほうで実施していただく

ということにはさせていただいているのですけれども、それらを踏

まえて説明会をさせていただいていたときに保護者の皆様から民営

化をして１年以内にやはりアンケート調査をしてほしいというご要

望がありました。先ほど、冒頭でもご説明させていただきましたけ

れども、この民営化アンケートの結果につきましては今後の事業評

価でありますとか、今後の法人さんの保育園運営、もちろん公立の

保育所運営というところにはフィードバックをさせていただきなが

ら参考にさせていただいて運営に活用させていただきたいと。 

      それと民営化の事業評価という部分も必要になってくるかなとい

うふうに考えておりますので、アンケートの結果をこういう状況で

したということで活用させていただければなというようには考えて

おります。 

（保護者） 引き続きで申し訳ない。非常に、法人さんがいる目の前で言うの

もなんなので申し上げにくいのですけど、私は民営化後に入ってき

た世帯なんです。今、ご説明いただいたときに全体の評価で民営化

前と後でどれだけよくなっています、どういう評価ですとおっしゃ

ったのですけど、民営化前後とというのは、民営化後に入ってきた

人はわかるわけがないのですよ。 

（ 市 ） そうですね、はい。 

（保護者） それを全体にしたら、民営化後のほうがよくなるのは当たり前で

すよね。前はだって不明の人が多いのだから。 

（ 市 ） はい。 

（保護者） ということは、そこの情報を考察されるのであれば前後の評価は

前後にいた結果から見なければいけなくて、先ほどどういう見方を

すると全体では民営化後のほうがよくなっていたとしても、民営化

前後からいる世帯だけでやったら悪くなっているところもあるので

す、アンケート結果としては。なので、そこのところは全体だった

ら民営化前なんか後から入ってきた人は知らないから見たらわかる
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とおり大体満足か不明か５０、５０とかですよね。多分、割合をつ

けて合算しているとは思うのです、統計ですから。ですけれども、

それども絶対よい方向に働いてしまいますので、そこのところはき

ちんとわけて民営化後に入ってきた人たちは現状をどう思っている

かなのです。民営化によってどう思っているかではないのです。 

（ 市 ） はい。 

（保護者） だから先ほどのご説明の、全体がこうだから民営化前後にこれだ

けよくなっていますというご説明をされていたので、そうではない

のではないかなと思ってちょっと違和感を感じながら聞いていまし

た。 

（ 市 ） わかりました。ありがとうございます。 

      アンケート調査の結果のほうでは、民営化以前からの在園世帯の

方のグラフ、それと民営化以後から入られた在園世帯のグラフ、そ

れとその２つを足した全体のグラフという形で評価というかアンケ

ートの結果を出させてていただいています。今回は説明をさせてい

ただくのに全ての項目を一つ一つというのはなかなか、少しお時間

の都合もあって難しい。また、初めて今回保護者の方に見ていただ

くことになりますのでじっくり一読していただいて何かご意見があ

ればまたいただくような形でお願いはさせていただきたいのですけ

れども、そういう形でしっかりと民営化以前の世帯の方と民営化以

後で比較はできるような状況で全ての項目はさせていただいており

ますのでご理解をお願いして 

（保護者） ですから、活用されるときに、そういう見方をしてもらったら結

構ですので。 

（ 市 ） もちろん、はい。ありがとうございます。 

（議 長） そのほかに何かいかがでしょうか。 

（保護者） さっきお隣とも言っていたのですけど、回答数の回収率のことな

のですけど、４０％というのが思ったより少ないなというのを非常

に感じました。 

      つい先日、息子の小学校のほうの学校アンケートの結果みたいな

のも見たのですけれども、大体１学年に80人から90人いて６学年あ

ってということは540人いて、世帯数で多分集めているので380世帯

くらい集まりましたというので、ほとんど集まっているのではない

かなと。実際、全体の何％と書いてなかったような気がしたので見

たのですけど、アンケート、恐らくこれよりは集まっていると思う

のです。その何が違うのかなと見たんですけど、小学校のアンケー
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トというのは一応厳重に封筒に入っていまして、必ず出せよという

雰囲気の出し方、集め方をしているのですけど、このアンケート自

体が三つ折りにされてウオールポケットにぽんと入っている状況だ

ったので、その長い項目を見たら私でも答えるの嫌だなと思うくら

いの項目数と、これは出しても出さなくてもいいのかなという回収

のボックスというのをみると、もうちょっと集め方に工夫してみて

もいいのかなとも思いました。これを出してない方というのは、い

ろんな理由はあるとは思うのですけど、現状に満足しているから出

していませんという人もいるだろうし、よくわからないからという

人もいるだろうしということを考えると、ちょっとこれは回収率を

上げることも検討したほうがいいのかなというふうに思いました。 

（ 市 ） 実は前回のアンケートを調査したときに、法人さんに渡していた

だくというやり方だったのです。実はそれで、やはり渡されたとき

に見えてしまう、封筒にというのをご提案いただいたのでまたそれ

は検討させていただきたいと。見られるのがやはり嫌だなというの

も前回のときあったようなのです。それでも50％は確か超えていた

と思います。今回、そういうこともあって実はできるだけ見えない

ようにということで回収ボックスをつけさせていただいて直接市の

僕が取りに来たのですけれども、そうしたのですけどちょっと、お

っしゃるように回収率のほうが非常にちょっと40％というような状

況になっておりますので、またその辺は少し検討させていただきた

いなと思います。ありがとうございます。 

（保護者） それにも関係するのですけど、このアンケートはどういうふうに

使われるのかというのを明記して、皆様の声を多く反映させてくだ

さいという書き方にして、というふうにしたら回収率は上がるとは

思うのですけど。市としてどのくらい回収率が欲しいのか。これは

これでもういいという。結果的にこれはもう40％であっても多分に

皆さん満足していますという結果としてひとり歩きしているのでは

ないかなというようには思うのですけど。 

（ 市 ） 多分、そのときに通知文のほうにも書かせていただいてたと思う

のですけど、できる限り回答が多いほうがもちろんそれは市として

もいろいろな方のご意見、意向調査も兼ねていますのでいろいろな

方のご意見を吸い上げることができるのかなというように思ってい

ますので、できるだけ多いほうがいいとは思うのですけれども。 

（保護者） 先ほども、「これ何に使われるの」という意見が出て、私もそもそ

も次の事業評価で、これがよかったという結果で最終的に残りの５
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園もまた、民営化していくのかなというのを懸念している１人なの

ですけれども、前回の８園民営化されたときなども結局事業評価の

会議が何回かあって最後の最後にじゃあ民営化しましょうというふ

うになっていたので、いつそうなるのかなというのが心配だったの

で答えるのも迷っている。答えないほうがいいのかなとかいうよう

にもいろいろ思ったりしたのですけど、ここが民営化してその前後

でそんなに満足度が変わっていなかったというのは皆さん、全ての

方の努力だと思うので、すごく子どもに影響がまず一番少なかった

というのはよかったと思うし、ここは結果的によかったかもしれな

いのですけど、その次どうなるかなというのもやはり民営化を経験

した者としては残りの５園がどうなっていくのかなというところも

関心がないわけではないので、ちょっと結果をどう評価されるのか

なというのは私も気になっています。よかったなだけで終わってし

まうのかなという感じがしています。 

（保護者） アンケートはこれでいいのですけど、民営化の進め方についてと

いうところにいっぱい意見が載ってますけど、ちょっと今ぱっと見

た限り、その意見に対して答えているようには見えないのですけど。

市の態度を説明しているだけという何か余り私たちがせっかく書い

たことが今後の民営化に対して配慮されないのじゃないかというふ

うに抱かされるものだと思うので。 

（ 市 ） 具体的にどのようなところでしょうか。 

（保護者） 例えばスケジュールも早すぎるという意見がありますけども。 

（ 市 ） 今の進めているスケジュールについては、一旦もう５カ所の保育

所については一括で条例の可決をいただいておりますので、今年で

したら27年の３月末をもって中津保育所と道祖本保育所は公立とし

て廃止ということがもう決まっております。玉島保育所も28年の３

月末には廃止ということが決まっておりまして、そこに向けて進め

ていかないといけないという現状がありますので、そこを一定ご理

解をいただければなというように思います。よろしくお願いします。 

（保護者） それが終わった後、次また認可していくかどうかというのをまた

協議されると思うのですけども。 

（ 市 ） そこは先ほど保護者の方もご意見いただいたと思うのですけど、

今これが直ちにそれにつながる、民営化事業評価の中でも最後の最

後で継続されたと、民営化が継続されたというようなご意見もいた

だいていているのですけど、今、しっかりと公立、残った存続の５

カ所の公立の保育所で地域の子育ての拠点施設として中心的な役割
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を担うということでしっかり取り組んでいきたいというふうには担

当課としては思っています。看護師の２人配置であるとか医療ケア

が必要な子供に対する専門的な保育であるとか障がい児保育も継承

していきますし、そういうところでは在宅の子育てにもやはり力を

入れていかないといけないというところもありますので。 

      ただ、中心的役割を担うというというだけで、私立の保育園もそ

の機能というのは有しているというふうに考えられています。事業

評価の中でもそういうことでした。ですので、しっかりと公立の役

割、存続の意義というかしっかりとその辺を構築しながら進めてい

きたいなというふうには思っているというところでご理解いただけ

たらなというふうに思います。 

（保護者） そこを今後考えていくに当たって、民営化を経験した人たちの意

見が取り入れられると非常にありがたいなと思います。 

（ 市 ） はい、ありがとうございます。 

（議 長） そのほかにいかがでしょうか。 

（保護者） わからないのですけど、この出席されている現状を見て多分この

ことに関してアンケートの回収率が低いのは保護者側にも責任があ

るのは間違いない。とろうとした市側は多分、僕が先ほど質問した

とおり何のためにとっているのかがわからないから。だから目的が

明確ではないということと、どういうふうにしていくためにしてい

るのか。あとは項目が多過ぎる。一回にする欄に。そこら辺がやは

り改善してほしいと思いますし回収方法等も改善してほしいと思う

し。保護者側がもっとちゃんと意識を高く持たないと多分こういう

ことは前に進まないのかなと思うので。それは多分保護者側に責任

があるのかなとも思うのです。なのでそこは何かうまく、これはち

ょっと甘えになるかもしれないのですけど保護者の意欲を掻き立て

るようなやり方をしてもらったほうが有効な内容がとれると思うの

です。 

      何でやらないかと、多分、ちょっと話が少し飛んでしまうのです

けど、若者がどうして選挙に行かないのかというのと一緒だと思う

のです。どうせ行ったって何も変わらないから。どうせ上のほうの

人のたちのほうが投票の数が多いから自分が一票入れたって60歳以

上が５票入れたらそれで絶対かなわないから、だったらもう行かな

いわ、何も変わらないでしょ、というのと同じだと思うのですよ。

40％は結構衝撃的な内容だと思うのです。さっきの衆議院の選挙と

かの投票率とかそのくらいですね。そういうのがあらわれちゃって
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るのかなという気がするで、そこは何か興味を持つようなやり方と

か進め方をして有効な結果でもって改善というのが法人さんなり市

なりというので改善とかそういう今後の施策に生かしていくという

やり方をしてもらえるといいのかなとちょっと思います。ぜひちょ

っとよろしくお願いします。 

（ 市 ） ありがとうございます。 

（法 人） ご意見ありがとうございます。このアンケートに関して本当に法

人側としても「あ、これが民営化の流れなのだな」という「アンケ

ートがあるのだな」というような受けとめ方で本当に趣旨を十分理

解してこのように役立てていくのだなという認識のもとに保護者の

皆様にお渡しできなかったということが反省点でもあるなというふ

うに思っています。40％ではあるのですけれども、この膨大なアン

ケートにお答えいただいた方には本当に感謝だなと思いますし、さ

れど半数の方のご意見だなということを真摯に受けとめています。

すごく寛大なお気持ちで書いていただけたということもすごく感じ

ていますので、単に少しよくなったからとかということでは決して

喜んでもいませんし、皆さんあってのこの結果ということでさらに

指摘していただいた、本当に子供たちへの保育の質のすばらしさを

継承しつつこちらの法人のよさも入れつつさらによい保育を目指し

ていきたいということは思っていますので、今年１年の結果と受け

とめてまたさらに来年、皆さんと協力していただきながらやってい

きたいと思いますので本当にありがとうございます。 

（ 市 ） あと、中津と道祖本と玉島は同じような形でやはり今回させてい

ただいたので、ちょっとその辺はまた配り方とかということの工夫

はさせてもらいますけども、意向調査も含んでいますのでちょっと

項目は多くなるのですけど、そこだけご理解いただきたいと思いま

す。済みません。 

（議 長） いかがでしょうか。 

      よろしいでしょうか。 

      では、一旦これはこれで終わらせていただいて、次の案件に進め

させていただきたいというふうに思います。 

      それで次の案件３でございます。「新制度の施行に伴う保育時間と

延長保育の考え方について」ということで、これもこちら、市のほ

うから説明をさせていただきたいというふうに思います。 

（ 市 ） １枚資料がお手元にあるかと思います。そちらを見ていただけれ

ばわかりやすいかと思いますので見ていただきまして、まず上のほ
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う。これまでの公立保育における延長保育というところなのですけ

ども。 

      規則のほうで実は保育時間とかいうのが決まっていまして、今こ

れを改正中でございます。開所時間は皆さんご存じのように朝７時

から午後の７時までという形での開所でした。延長保育については

朝の７時から７時30分まで。それと夕方の６時30分から７時までと

いうこれまでの保育所、大体こういうような流れからきています。

新制度になりますと保育短時間認定と保育標準時間認定という区分

が新たにできました。 

      では保育短時間とは何ですかということなのですけど、保育短時

間というのは保護者の就労等を見きわめて８時間の保育を認定する

というものです。それは最大です、あくまでも。例えば６時間の就

労の方、お迎えも含めて６時間で送迎が可能ですよということにな

りますとその保育所それぞれの集団保育の状況とかいうのを見きわ

めて今までですと公立ですと大体４時くらいには育休の方などにつ

いてはお迎えに来てくださいねというようなお願いをさせていただ

いていたという現状があります。そういうのが短時間保育というこ

とで最大８時間の保育の利用が可能だというのが短時間です。 

      保育標準時間というのが最大11時間の保育の利用が可能という形

になります。今度の新制度ではその保育、短時間、８時間以降、前

後、８時間というコアな時間を決めるのですけれども、それ以外の

部分については延長保育ですよという考え方が国のほうでは示され

ています。例えば、今そこにありますように８時半から午後４時半

までを基本保育短時間の保育時間ですよという各施設が決定できま

すので、それぞれ施設によって異なる可能性があります。公立は、

今そこに示しているように８時半から４時半という設計をする予定

です。そうなりますと、保育短時間認定を受けた方の朝７時から朝

８時半までと、午後４時半から午後７時までというのは延長保育料

が発生するということになります。 

      市では、いろいろな就労形態の方がいらっしゃるので、例えば８

時半から４時半までですよと保育時間を決めるのですけど、「いや、

実はもう７時半から仕事に出かける」という方もいらっしゃるし、

「いや、９時から何だけど後ろ６時半にならないと迎えに来られな

いよ」という方もいらっしゃると思うのです。そういう方について

は短時間認定、８時間以内におさまる方についてもそういうぶれる

方というか前が忙しいとか後ろが忙しいとかという方については、
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標準時間認定ができると。市の判断でできるというようになってい

ます。ですので、そういう方については市の判断でもう標準時間認

定をしようということで今、進めています。だから基本的にこの８

時間の間に送迎が可能な方しか保育短時間認定をしないということ

を考えていますので、延長保育料が発生するということはほぼあり

得ない。 

      ただ、単発とかもあり得る可能性があるのです。どうしてもとい

う。会社からの要請でどうしても今日だけ残業してくれと言われて

後ろが延びちゃった。そうなると、実は保育短時間の方と標準時間

の方の保育料が若干下がります。茨木市は国の基準の75％が保育料

ですよというふうにしていまして、それぞれの階層が決まっていま

す。市民税の所得税額によってその保育料が決まってくるのです。

これまでは所得税だったのですけど市民税額になります。その階層

によっては違うのですけど、その差というのが茨木市の試算で今、

予定ですけども、100円から2,900円、最大。どこの区分に当たるか

によってちょっと違ってくるのですけど。どこの階層に当たるかに

よって変わってくるのですけど、０から100円というところがあって、

2,900円までの差です。短時間の人と標準時間の保育料の差が。だか

ら若干しかないのです。例えば100円の差しかない階層の区分の世帯

の方だと短時間の認定をしているにもかかわらず、１回延長保育を

利用したら今300円ですね。超えちゃうのです。標準時間の保育料を。

そこは少し、ちょっと課題があるよねということを踏まえて１年間、

茨木市では経過措置を設けると。だから実際の保育短時間の人が実

際に延長保育を利用されるのはどれだけいるのかわからない。ほぼ

皆無だと思っているのですけど。思っているのですけどそんな単発

があるかもしれないというので、そこが実態を把握しようというこ

とで１年間経過措置を設けて８時間の人は延長保育がかかりません

という措置をしています。ただ、この条例、これが条例でうたって

いるのですけれども、この条例の影響範囲が公立のみです。公立の

みになります。あとは法令上こういう延長保育の発生というのは認

められているので各私立保育園さんの判断になります。 

      ただ、耀き福祉会さんのほうには市の考え方に準じていただきた

い旨をちょっとご相談させていただきました。そうしたら理事長の

ほうから快く快諾をしていただいておりますので、来年１年間に限

ってはこの短時間保育の部分について単発的に保護者のご事情で、

例えばお迎えが６時になったとしても延長保育は発生しないという
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ような措置を講じていただくということでご了承いただいておりま

す。ただ、６時半からは今現在も延長保育が発生していますので、

ここは変わりません。そこまでが短時間の流れです。 

      今、短時間も標準時間もその保育の時間の設定は園が決める。各

施設によって判断できるということをお伝えさせていただきました。

標準時間の11時間、最大11時間という保育時間があるのですけども、

この11時間の設定は園が決められることになります。ということに

なると、例えば7時から６時までの11時間ということになると６時か

ら延長保育が発生する可能性もありますので、そこはご報告をさせ

ていただきたいなというふうに、今、周知をさせていただきたいと

いうふうに思います。そういうことがあり得るということを認識し

ていただければというふうに思います。 

      来年１年については同じような形で、公立に準じた形でしていた

だけるということですので、そこは先ほどと変わらないというふう

に考えていただいて結構です。ただ、前から、以前からちょっとご

提案をさせていただいていたと思うのです。後ろの延長保育１時間、

前を30分なくしてしまうというようなことも検討していますという

ことでお話をさせていただいていました。ご意見もいただいていま

した。「本当に後ろでいいのか」「後ろをなくす」とか、「そういうこ

とは検討できないか」とか、「いや、そのなくした部分に対して補助

金のほうが少し多くなります。その補助金の人についてはもう少し

具体的にお話していただきたい」みたいなご意見とかもいただいて

いたのです、実は。ただ、そこを今度、いろいろなアンケートにも

ご意見がありました。英語を実施していただきたいとかいうのがあ

りました。でも一番最初のそもそもの、ちょっと話はずれます、ご

めんなさい。一番最初のそもそもの始まりはいろいろな要望をして

しまうと保護者同士の意見がぶつかり合いになるので、そこはちょ

っと避けたいなと。だからもし決めるのだったら市と法人から、法

人がこういうようにしましたというようなことを、もちろん保護者

の同意を得てですけれども、そういう形で進めるのが一番保護者の

皆様の意見の対立にはならないのかなというふうには考えています。 

      ちょっと少し、済みません、戻りまして、そういうことで法令上

は園が決めます。園が決めた以外の時間については延長保育料が発

生しますというのがそもそもの法律の流れになっていますので、そ

の辺だけは少しご理解をいただきながらお願いをさせていただきた

い部分ではあります。ただ来年１年間は市に準じた形でしていただ
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けるということですので、短時間の方についても特段延長保育は、

６時半からとか、今やっているのは７時から７時半までは発生する

形になりますけれども、それ以外の部分については発生しないとい

うような措置を講じていただくということで、それは法人さんのほ

うで御了承いただいています。 

      今回、少し法人さんのほうから、またその後ろの１時間の保育に

ついてやはりその前がなくなりますので、後ろ１時間というところ

を今までと変わらない30分になるのですけど、そこはそういう形で

させていただきたいなというようなご相談も受けながら皆さんとそ

ういうことを、お話をさせていただければなということでちょっと

考えていただいているのですかね、延長保育のほうを、時間のほう

を。 

（法 人） 以前にも、決める前に提案はさせていただいて、朝の延長保育料

を今、支払われている方が払わなくていいということなので、新た

に保護者の方にご負担をかけることにはならない方法にはなります

けれども、果たしてこれで本当にいいのかなと思いつつなのですが、

補助金がまた子どもたちに反映できるというプラスがあるのであれ

ば、来年１年はこの６時半から現状どおり朝の徴収はなくて夕方だ

けという形の延長料金の徴収ということでお願いできないかなとい

うふうに今、考えているのですけれども。 

（ 市 ） 市のほうからも、法人さんのそういうご相談を受けまして、まず

大きいところで新たな費用の負担についてはもちろん三者協議にか

けますということになっております。今回の１時間後ろに延長を延

ばして30分だけ徴収をさせていただくという取り組みについては基

本的に前がなくなるというだけなので、保護者の方への新たな費用

負担というのは発生しなくなります。今後、将来的なことも踏まえ

てそうなっていくということについては、事前に周知をしておくと

いう流れにもなっています。ですので、５年後のことを考えるとや

はりここから延長保育が発生しますと、５年後には間違いなくなり

ますので、そこについては事前に周知をさせていただきながら進め

させていただければなというふうに思っているのですけど、何とか

ご理解いただいてその後ろの１時間というのはお願いをさせていた

だきたいなというふうに思うのですけれども、いかがでしょうか。 

（保護者） この話は、前の三者協議会か何かで人件費の補助金に100万円が増

えるという話をおっしゃっていたやつですね。 

（ 市 ） はい。 
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（保護者） そのときにお話したのですけど、負担が増えるというのはなくし

てほしいのですけど、その恩恵が偏るということはやめてほしい。

これは法人さんへお願いなのですけど。延長が前の延長と後ろの延

長、要はこの標準時間を７時からにしたら後ろ６時から７時までと

いうのは延長時間になるけど、一応７時まででしたら６時半から７

時までの部分にしますということは、６時から６時半の部分、もと

もと朝の延長で支払っていたところの負担額というのはどこかで出

てくるわけですよね。どこかでその負担をしていた部分の穴埋めが

あるばずなのです。それが補助金からきたもので穴埋めをするのか

何で穴埋めをするのかはわからないですけども、何某かのお金とい

うか財産の中からの穴埋め、予算の中から穴埋めがされるわけです

よね。それは７時から７時半までを使った人しか恩恵をうけないわ

けですよね。結局、イコール。だからそうではなくて７時から７時

半はこれまでどおりきっちり負担してもらった上で補助金とか余剰

分がふえるのだったらみんなに行き渡るように何かに使ってほしい。

だから７時に、前にすることによって確かに負担はなくなるのだけ

ど、そこは考え方としてはきっちりと延長保育分があるのだから申

請としてはそういうふうにしてもらっても全然構わないのですけれ

ども、そこの部分はしっかり徴収した上でみんなの、例えばそれを

何年間が積み立ててトイレをきれいにしますとか園庭に何かをつく

りますとか、さっきあったブランコがいつまでも壊れているとかあ

りますけど、そういうところを直す費用に使いますとか、何かおも

ちゃを充実させますとか、そういうみんなに還元されるようなやり

方をちょっとお願いしたいなと思います。多分７時から７時半を使

っている人たちからは多分怒られると思うのですけど。 

（ 市 ） ちょっと市からも。 

      そこの料金を徴収してしまうと一緒になってしまうのです、制度

的には。国の制度がそういうふうになっているのです。だから徴収

しなくて後ろ１時間というふうな形が一番、例えば後にもちょっと

つながってくるかなと思うのですけど、実は法人さんのほうからも

う一つ相談を受けていまして、英語の導入のことなのですけど、少

しやはり要望とかもあったり、それを導入することによって費用負

担というのがまず発生しないというように聞いてます。その特色と

いうのはやはり耀き福祉会さんのそういう特色でもあるかなという

ふうに考えていますので、そこはいろいろやはり導入するとなると

賛否両論あると思うのです。いろいろご意見はあると思うのですけ
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ど、その子供たちが少しなれ親しむというところでは導入を検討し

ていただくということは本当に非常にありがたいなというふうには

思っています。保護者の方にもいろいろそのご意見はあると思うの

ですけども、子供たちにとってよいというふうにご判断いただける

のであればその辺のご理解、ご協力いただきたいなというふうに思

っているのですけども、そういうところの実施に際しても料金を徴

しないということはもちろん法人さんのほうにも言っていただいて

いるので、そういうところの充実というのはどんどん子供たちには

還元をしていっていただけるのかなというふうには思っていますの

で、その英語の導入というのが５歳児なので、そのまま上がってい

ただくことによって５歳になればということにはなっていくかと思

うのですけども、そういうところの充実なんかにもそういう活用が

なされていきますので、全ての子供たちに対して還元されていくと

いうようなことでご理解をいただければなというふうには思ってい

るのですけれども、よろしくお願いします。 

（保護者） ちょっとよくわならなかった。理解していないので申しわけない

のですけど、この６時からの延長保育で来年と、この５年間の間は

６時半からの延長料金が発生するという今までのスタイルと変わら

ないということなのですけど、この保育時間にしても、標準保育時

間の設定などが各私立保育園の判断に任されているということは、

５年後には、この６時からは延長保育料が発生してきませんという

ことになるのですよね。 

（ 市 ） 実は、そこなのですけど、公立が今、許容しているのです。もう

その時間が決められるというのが。例えば今、７時から６時までを、

例えばこの下穂積キッズの標準の11時間の保育時間ですよと設定し

た場合は、６時から延長保育が発生することが法律上許されている

のです。だからそういうこともこの協定期間内に考えられるのは考

えられます。でも６時から発生するということになれば、今までと

ちょっと少し変わってくるので、保護者の皆様に説明をして了承い

ただくというのが必要になっていくるかなというふうに思いますけ

れども、そういうことも検討されているということをまずは認識し

ていただければというふうに思います。 

（保護者） 済みません、よくわからなくなったのですけど、結局これ、11時

間のどこにでも設定できますという話と、何か延長保育を１時間に

したら補助金がでるという話は別なのですか。 

（ 市 ） 別です。そこはちょっと別にしていただければ。 
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（保護者） 結局、それは時間を決めるというのは申請の話ですよね。 

（ 市 ） はい。 

（保護者） お金を徴収するというのは運用の話ですよね。 

（ 市 ） はい、はい。 

（保護者） そこは切り分けてはできないのですか。もともと後ろの補助金100

万のときも、申請上そういうことにしてあとは普通に徴収してとい

う話ではないのですか。だったらそれと同じにしておいたらいいの

じゃないのと思ったのだけど、何かさっき徴収したらだめなのです

よとおっしゃったから、何かよくわからないなと思ったのですけど。 

（ 市 ） 徴収してしまうと30分前で設定しているということになるのです。

お金をもらわないと 

（保護者） それで認定されるということですね。 

（ 市 ） そうです。お金をもらってしまうとそこは設定になっちゃうので。 

（保護者） 前に話していた補助金の話とはちょっと、少し事情が変わるとい

うことですか。 

（ 市 ） 前の補助金のお話も一緒なのです。 

（保護者） そうなのですか。 

（ 市 ） はい。前後で30分いただいていたじゃないですか。これを後ろに

もっていくのですけど、ここは前からなかったので徴収しません。

ここだけ、30分だけ徴収させてください、こちらはなくなります、

これが１時間にすると補助金も少し、若干ふえるのですというお話

をさせていただいて 

（保護者） そういうことなのですね。 

（ 市 ） そうです、そうです。 

      実際、多分70万くらい変わってくるかなと思います。年間ですけ

ど。 

（保護者） 済みません、これは４月からの話ですよね。 

（ 市 ） これは４月からの話。 

（保護者） その決定はいつ。 

（ 市 ） もう、その４月については公立と同じような形でしていただける

というふうに回答をいただいているのです。ですので８時半から４

時半までが保育短時間の保育時間。延長保育は今までどおりかかり

ません。１年間の猶予、緩和措置を設けていただくということにし

ています。基本保育時間の部分については７時から６時までを設定

していただいています。保育園としては７時から６時を設定してい

ます。 
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（保護者） それは、７時から６時はもう決定 

（ 市 ） 園としては、公立は７時半から６時半です。 

（保護者） 下穂積キッズは７時から６時を 

（ 市 ） その保育標準時間の設定にされています。 

（保護者） じゃあもう延長保育料 

（ 市 ） は、６時から発生するのですけども、今はこういう運用をしてい

ただいています。来年は１年間の上の経過措置があるので、そこも

含めて後ろは１時間の延長保育と設定しますけども30分は延長保育

をいただかないで６時半から今までと同じような形で７時までの延

長保育をいただくという形になるのですよね。 

（法 人） はい。 

（ 市 ） それでいいですかね。 

（保護者） その１年間のそれは、今その話を保護者としていると思うのです

けど、決定したのですか。 

（法 人） 決定したというか、今こちらのほうで初めてお伝えしているので

す。 

（保護者） はい。じゃあそれをどこで、保護者に今、意見を聞いていますよ

ね。 

（法 人） はい。意見を聞くというかこちらの決定 

（保護者） 報告という形で聞いている 

（ 市 ） そういう形になるのです。 

（保護者） じゃあ、もうそうなりますよということですよね。 

（ 市 ） そうですね。 

（法 人） それの周知もしっかりとしないといけないので、まず初めてこち

らのほうでお伝えをしたので、これでお伝え、もちろん保護者会も

今からまたあるのでお伝えをし、でもみんなのことにはならないの

できちっと皆さんにはご説明というか内容をお伝えするような配付

のものをつくっていっているのです。保護者会のほうでお伝えしよ

うかなと思ったのですが、この内容ではなくて、新制度に伴い重要

事項の説明というのが必要になってくるというふうに市のほうでと

いうか国の制度上で言われています。それは何でかというとお互い

に契約をしているということで、例えば保育園がこれだけの平米数

で保育室はここがあって先生が何人いますよというような、そうい

うふうな詳しい、よく不動産と取引するような、ああいう重要事項

の説明を、中に延長料金とか給食費だとか、ここに発生する料金の

ことだとか、保育内容のことだとかを書かれていれば入園のしおり
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をもう少し詳しく書いたようなものを必ず同意を取らないといけな

いというように言われているのです。それの作成の中できちっと３

月中に皆さんにそれをお願いしたいということで、各私立保育園さ

んはもう配っているところもあるし、３月中にということでこちら

の決定がなったので、今、初めて皆さんにお伝えして新年度の面接

も来々週に控えているので、そのあたりを照準にして皆さんに各戸、

全部配付をして、お伝えを、周知をさせていただいて、同意をもら

うという形を進めていっているところです。 

（保護者） その来年１年間に関しては30分の、６時から６時半の延長料金は

発生しないということですけど、その翌年に関してはまた三者協議

で話し合うということですか。発生するのであれば三者協議。でも

５年後は法人が決定できると 

（ 市 ） ただそこなのですけど、そこを基本は継続していただくというの

が基本になるので、三者協議でももちろん説明は必要になってくる

のですけど、そこを法令上もう徴収できるということになっている

ので、そこを保護者の皆様にご理解いただきたいというのがそもそ

もの趣旨で周知期間をあとどれくらい設けようかという、そこにな

ってきます。だからそこの議論なので、本当は今年度からもうやろ

うと思えば今年度から、法律がもう許可しているので、うちがだめ

ですとか、例えば保護者の方から民営化なのでということになると、

そこは管理の部分になってくるので、継続していただく保育内容を

何かこれをやめますとかじゃなくて、これを新たなことをするので

お金徴収させてくださいということではないので、そこは少し議論

の余地はあるのですけど、そういうことで今後どういうふうにさせ

ていただくかということはもちろん説明もさせていただきますし、

理解を得ながら進めさせていただこうと思っているのですけど、保

護者の方としてもそういうことは法律上許容されているなというこ

とをご認識いただければなというふうには、ありがたいなと思いま

す。 

      先ほどの、ちょっと済みません、重要事項のちょっとだけ補足な

のですけど、同意というのは実は説明をしなさいと決まっているの

です。説明したら確かに説明しましたよという根拠が何もないので

す。説明しただけは。入れるだけでは。ですので大阪府はそこに何

か同意を、同意というか確認しました、説明を受けましたというよ

うな何かを残しておかないと説明したという根拠がわからないとい

うことを言われていて、そこに合わせて同意というか署名をいただ
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こうというふうな今、流れになっていて、それが３月末までにしな

いといけない。 

      もう１つ、実費徴収というのがありまして、それは保護者の同意

を得なければならない、文書でとなっています。物品あるでしょ、

はさみとかのりとか。あれについては文書による同意は要りません。

同意はいるのですけど文書での同意書を提出してくださいというこ

とにはなっていないです、法令上は。ただ、実費徴収といって、こ

んなことをしますと新たに発生するやつがあるじゃないですか、費

用負担の部分については保護者に必ず同意書を提出していください

というような流れになっています。 

（ 市 ） 上乗せ 

（ 市 ） 上乗せ徴収です。 

      例えば特別保育を実施するから新たにこの費用が必要ですよとか

いって保護者の方から徴収していただく場合は、必ず同意書を文書

でいただくというようになっていますので、この辺だけはお伝えさ

せていただければと。 

（法 人） 時間がかなり迫っておりますので、済みません、保育園のほうか

らきちっとお伝えしたいことが３点ほどありまして、それを早速い

わせていただいて大丈夫でしょうか。 

      今、英語の導入というのがありました。保護者のほうからクラス

懇談会等でもいろいろご意見が出たということでお伺いしています。

賛否はいろいろあります。ありますが園として千里山キッズの特色

である英語の導入ということを費用のかからないということを前提

に置いて５歳児にのみ来年度から実施いたします。そこの内容等に

ついては以前にもご説明を少しさせていただいたのですが、絵本の

読み聞かせと同じような15分くらいのスタイルで５歳児だけと。英

語に親しみ海外のことに目を向けたり関心を向けるという、英語教

育とまでいくとかなりこちらのハードルが高くなりますし、でも単

に受動的なものではなくて先生が媒介してするという形のものをつ

くるのですが、さっきのＣＡＰ研修と同じように、やはり５歳児の

保護者、あるいはもっとほかの保護者にもこんなことをしているの

だよというふうに見ていただくような機会を考えております。そこ

ら辺でお母様方に、お父様方も、見ていただいて、こういうことを

やっているのかというふうに保育内容を見ていただければなと思い

ますので、それを設定する方向でも考えておりますので、そのとき

はぜひごらんください。 
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      もう１つですが、給食費の徴収方法。こちら、昨年度の入園のし

おりでも１カ月、３カ月、６カ月、１年でも大丈夫ですよというふ

うに載せていたのですが、実際、周知もきちんとできていなかった

ので１カ月単位での徴収がずっとありました、この１年間。このア

ンケートの中にも口座振替にしてほしいというご意見も大分あって、

何％かが不満というのが、そこが、口座振替ができていないのが不

満ですというようなこともあったのです。今、ゆうちょ銀行のほう

に随分、ちょっと話はしかかっているのですが、なかなか手数料の

関係とか100世帯超えないと無理だよというようなことで、ちょっと

今、検討中ではあるのですが、来年度から３カ月ごとの徴収をいた

しますが、ちょっと不具合があるよとか、少し私に考慮してくださ

いという方については園長に申し出てくださいというものを文面で

お渡ししますので、その方については個人対応したいと思います。 

      もう１個。延長保育の徴収方法です。今、６時半から、来年度６

時半から30分間の延長保育料金、1カ月単位2,500円、変わりません。

１回300円、変わりませんが、今、チケットと単発の300円をお渡し

していただける方がすごく分散しているのです。それでお金のやり

とりがとても大変なのです。１カ月ごとの方はもちろん2,500円で毎

月徴収させてもらうのですが、単発の方については毎回お迎えに来

られたときにノートにこちらが記載をしまして確認を取って１カ月

ごと、月末締めで月初払い、次月払いということでこちらが集計し

た金額を給食費、ないし給食費が発生していない０から２歳のクラ

スは別封筒で一カ月分、あなたは何回なので幾らですという徴収方

法で、１カ月まとめての徴収方法に切りかえたいと思います。ここ

は夕方の先生がお金の徴収でおつりがないとか、また明日ねという

ことでとても煩雑になることも多くなっていますので、チケットと

いうのを毎回買う、またはお父さんが持っているから私は持ってい

ないのよというような、いろいろな不具合が生じているので、チケ

ットも廃止をして１回払いの方は月締めで月初払い、次月払いとい

うことで納めていただきたいというふうに徴収方法の変更です。 

      済みません、追加でもう１個なのですが、実は「よい子ネット」

のブログ、いわゆるホームページまではいかないですが、園の様子

を見ていただくような形をつくっていきます。これで先月かな、開

始をしていますが、子供さんの写真は掲載していませんが、先月５

歳児がペンキ塗りをしましたが、あれは５歳児の保護者全員に、日

本ペイントなのですけど、ブログとか日本ペイントさんのブログに
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もあげますけど、保護者の方の了承を全部得ているということで、

そちらのほうだけは掲載させてもらっていますが、まだ子供さんの

お写真等は掲載していませんので、今後、お写真等がそちらのブロ

グにアップされていきますので、そちらのほうの同意は取りたいと

思います。これが個人情報の同意になると思いますので、そちらの

ほうは４月18日に総会があります。そちらのほうで全員に周知をさ

せていただいて同意を求めたいというふうに考えております。 

      以上、４点でした。 

（議 長） 今、園からのご報告と、それから保育の標準時間、短時間、それ

から延長保育の考え方、それから経過措置、短時間認定と標準時間

認定の時間差による延長保育料は本来発生するものなのですけど、

そこは経過措置で取らないということになっています。ですから、

来年度１年間については７時から７時半と、18時半から19時、これ

は公立のほうですけども、そこの延長保育料だけをいただくという

ような説明があったと。 

      この件につきまして何かご質問等はございませんでしょうか。 

      それから実費徴収と上乗せ徴収の件でも結構です。 

（保護者） お時間がないところ済みません。先ほどの延長料金とかのことを

三者協議でされるのでしたら、議案の案件に延長時間と保育時間の

考え方についてと書いているので、考え方を説明されるだけだと思

っていたので、変更についてと書いていただけないとほかの人も出

席するとかもっと聞きたいとかもわからないので、その辺はちょっ

と案件の書き方を徹底していただきたいなと思います。 

（議 長） そのほかに何かございますか。 

（保護者） ５歳児の英語の授業というか、そういう教育を来年からするとい

うことは、もう決まったのですか。それは、保護者は何もそこは。 

（法 人） こちらのほうも、いろいろ保護者の方のご意見がいろいろあった

のです。早く始めてください、ほかのクラスも始めてください、と

いうご意見もある。いや、まだ早過ぎるのではないか、体力づくり

が先だよ、とかいろいろご意見があって、そこら辺を、もちろん一

人一人皆さんに、112世帯に全部聞いたわけではないのです。なので、

ただ、保育内容としてこちらが始めるということで、今までリトミ

ックもしています。でも、リトミックも今までは単発でしているこ

とが今回はちょっと毎日リトミックをやり始めている、それと同じ

保育内容を、保育内容のことというのはある程度こちらのほうから

こうしますよという形でお母さんどうしましょう、やめますか、し
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ますかというような問いかけをすると、いつまでもしてほしい人、

してほしくない人というか、その形で終始、終わってしまうので５

歳児でやります。ただ、そのやりようによっていはお母さんたちに

理解を求めるような周知の方法、クラス懇談会で見せるとか、あと

何かの形でこういうことをやっているのだよというほかのクラスの

方にも見ていただけるような設定をつくるとか、そういう意味での

ご理解というのは進めていきたいかなというふうに考えています。 

（保護者） 公立、以前にはなかったことという考えで私は受けとめてしまう

のですが。そこは、こちらに変更点として挙げていただきたいとこ

ろではあります。 

（法 人） ああ、そうなのですね。 

（ 市 ） 民営化を進めるに当たって、基本継続というところ…下穂積でも

鮎川でも重視をしていただいているところです。ただ、この５年間

の間に少しずつ法人さんの運営にご理解とご協力いただいて５年後

にごろっと変わってしまうのだったら、少しそこにもまた変化が生

じてしまうので皆さんにご協力お願いしているところです。 

      それともう１つ新たなことの実施に当たってはいろいろなやはり

要望とかも、いろいろなご意見とかもありますので、できるだけ保

護者の方のご意見のぶつかり合いがないような形で進めたいなとい

うふうにも考えています。今のご提案いただいた英語については保

育の充実に当たる部分かなというふうに考えています。もしこれを

導入した後なのですけれども、仮りに今までの公立の保育の何かが

なくなりましたよとか、例えばこれを導入したことによって子供た

ちに少しこんな影響が出てきましたよと。それが保護者の方にとっ

て少し課題かなというふうになれば三者の案件として上げていただ

くことは可能ですので、そういうところでまた改善を考えることも

可能ですので、新たな導入、費用は発生しないというところもあり

ますので、そういうところは一定子供たちの保育に関してよくなる

ところ、よいと考えていただける方もいらっしゃいますし、いや、

それはあかんよと考えていただく方も中にはいらっしゃるかもしれ

ないですけれども、できればその導入に向けてご協力をいただけた

らなというふうに思います。導入していただいて何か問題があれば

また三者のほうで改善策というのを一緒にご検討いただければあり

がたいなというように思いますので、ご理解のほうをよろしく、ご

協力のほうもよろしくお願いしたいと思います。 

（保護者） 前年度民営化対策で、こうやって園と市からこうしていくという
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のを決めていくというのを今ポッと出てきた感じがするので、確か

に私も、もうちょっと英語を、再来年くらいかなとは思っていたと

ころもあるのです、本当は。ちょっと急かなと。本当はそういう思

いなのですけど、園が子供たちの様子を見て決めてと前年度の民対

が言っているのです。やはりやりたい、やりたくないというのは私

もすごい強い意見があるほうなので、いやいや、ならへんほうがい

いで、なったほうがいいでとなったら戦争になっていくなというこ

とで、意見をどんどんあげるのはどんどんあげて、どっちの意見も

あげたらいいと思うのです。けど、最終子供たちに民営化に対して

民営化の負担がかからない、子供がかわっていくことに負担がかか

らないように見て、現場を見てるのは先生なので、決めてと言った

のは、前年度の民対なんです。済みません、なので自分たちは園に

いつもいるわけではないので、それが急やなとか、子供に対してど

れだけ負担があるかなとかいうのも不安がないわけではないけど、

そこは信頼してお任せしていくというふうにしていくしかないかな

と思ってということなので、今急にばっといろいろなことを説明さ

れて延長保育がどうとかいうのも何か急だなというイメージがあっ

たと思うのです。何か一方的やなみたいな。のもあったのですけど、

いろいろな意見がある中でじっくり話し合う時間がない、年に４回

に行われた三者協議でもいろいろな人がいるのでというので、最終、

いろいろな意見をあげるけど最後に決めてというのはこちらからい

ったのです。なので、そこら辺は園が勝手とか市が勝手というふう

には思わないようにしようかなとは思っています。ただ、その、や

はりこれだけ教育に対して、子育てに対していろいろな人がいると

いうのも何回もおっしゃっていますけどいろいろいるので、子供に

変化がない、できるだけ徐々に５年かけて変化していってねという

ところはいま一度くみ取ってほしいいかなというのは私も思います。

以上です。 

（保護者） 事前にとかお便りにそういうのが書いてあったらいいのに。きっ

と先ほどの内容でも、突然、来年度からやりますだったから、あ、

そうなの、みたいになったけど、それが例えば３月、毎月お便りを

出してくださっているではないですか。３月の便りに次年度からや

りますとか何か。そういうのが多分なかなかそんな早くに決まらな

いこともあると思うのですけど、何か入っているだけでも違うのか

なと思います。 

（法 人） 済みません、この場が一番新たに発生する 
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（保護者） いろいろな意見が出てくるとは思いますけどね。 

（法 人） まずここがスタートというのが、いきなり３月のあたりから来年

から、４月から英語です５歳児はという。これをしてやはり５歳児

の重要事項説明の中にも英語を導入しますというのを中に入れてご

理解いただき、４月の１日にしましょうという話ではなくて私たち

も勉強していますので、子供たちが落ちついた４月の中旬なり下旬

なりというようなことも考えて、はい、４月１日から、はい、英語

という、そういうものではないということもご理解をしていただけ

たら、子供たちからいろいろな、子供たちからまた私たちもフィー

ドバックさせてもらってお家での子供たちの言葉もまたフィードバ

ックしてもらって、やりたいと思っています。保育内容全てに関し

てそうだと思っていますので今後ともよろしくお願いいたします。 

（ 市 ） 僕もちょっと、時間のない中で申しわけないです。ごめんなさい。 

      さっき民対さんが去年決められたというご発言をいただいたので

すけど、ありがとうございます。ただ、そういうふうなご提案はい

ただきました。でも最終、決めたのは市と法人ですので何かあった

ら市とか法人のほうにご意見をいただけたらなと思いますので。で、

説明をしないということではないですので、しっかりと保護者のか

方にご説明をさせていただきながら進めたいなと思っていますので、

ご不安に思われたりとかちょっとこれ嫌だなと思われたら、またい

ろいろと個別でも結構ですのでご意見をいただけたらしっかりと対

応させていただきますのでよろしくお願いします。 

（法 人） 済みません。変化をつけていくのは本当に難しいなというふうに

思います。ずっと現状維持がじゃあいいのかということもあるので、

やはり最善に、子供たちにとってどうなのかということを見据えて

やっていきたいと思いますので、どうぞ今後とも、またフィードバ

ックもいただきながら協力してよりよい園にしていきたいと思いま

すのできょうはありがとうございました。本当、未熟で済みません。 

（議 長） はい、ほかに。もうよろしいでしょうか。 

      では、済みません。ちょっとこの部屋のご予定もあるようなので

次に進めさせていただきます。 

      最後に４、その他でございます。これまでの案件でも結構ですし

何かここで言っておきたいことはございますでしょうか。 

      よろしいでしょうか。 

      はい。そうしましたら、これで本日の案件全て終了いたしました。

きょう、本日いただいたご意見、案件で的確に今回お示しするとか
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ご説明する内容を市としては的確に示すということ、それから新た

に市、法人で協議して決定した事項については早目にアナウンスす

るということもご意見いただきましたので、そういったことを踏ま

えてまた今後の三者協議会に生かしていきたいというふうに思いま

すのでご協力をお願いしたいと思います。 

      本日は本当に長時間にわたりまして、また貴重なご意見をいただ

きまして本当にありがとうございました。本日の三者協議会はこれ

で終了させていただきます。 

      本日はどうもありがとうございました。 

―了― 


